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（
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
二
条

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

目
次
中
「
役
員
（
第
七
条
e

第
十
二
条
）」を
「
役
員
及
び
職
員
（
第
七
条
e

第
十
四
条
）」に
、「
第
十
三
条
e

第
十

八
条
」
を
「
第
十
五
条
e

第
二
十
条
」
に
、「
第
十
九
条
e

第
二
十
二
条
」
を「
第
二
十
一
条
e

第
二
十
四
条
」に
、「
第

二
十
三
条
」
を
「
第
二
十
五
条
・
第
二
十
六
条
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
を「（
中
期
目
標
管
理
法
人
）」に
改
め
、
同
条
中
「
特
定
独
立
行
政
法
人
」
を
「
中
期
目
標
管
理

法
人
」
に
改
め
る
。

第
二
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
二
章

役
員
及
び
職
員

第
九
条
の
見
出
し
中
「
役
員
」
を
「
副
理
事
長
及
び
理
事
」
に
改
め
、
同
条
中
「
理
事
長
及
び
」
及
び
「
及
び
監

事
」
を
削
る
。

第
二
十
三
条
第
一
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条

第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
六
条
第
一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」に
、

「
第
六
項
又
は
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
項
又
は
第
二
十
条
」
に
改
め
、第
五
章
中
同
条
を
第
二
十
六
条
と
し
、

同
条
の
前
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
二
十
五
条

第
十
三
条
の
規
定
に
違
反
し
て
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五

十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
四
章
中
第
二
十
二
条
を
第
二
十
四
条
と
す
る
。

第
二
十
一
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
厚
生
労
働
省
」
を
削
り
、
同
条
を
第
二
十
三
条
と
す
る
。

第
二
十
条
第
一
号
中
「
第
十
五
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
六
条
第

一
項
」
を
「
第
十
八
条
第
一
項
」
に
、「
第
六
項
又
は
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
五
項
又
は
第
二
十
条
」
に
改
め
、

同
条
を
第
二
十
二
条
と
す
る
。

第
十
九
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
十

一
条
と
す
る
。

第
十
八
条
第
二
項
を
削
り
、
第
三
章
中
同
条
を
第
二
十
条
と
し
、
第
十
七
条
を
第
十
九
条
と
す
る
。

第
十
六
条
第
三
項
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
項
又
は
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

三
項
と
し
、
同
条
中
第
五
項
を
第
四
項
と
し
、
第
六
項
か
ら
第
八
項
ま
で
を
一
項
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
を
第
十
八

条
と
す
る
。

第
十
五
条
第
一
項
中
「
第
十
三
条
」
を
「
第
十
五
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一

項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
を
第
十
七
条
と
す
る
。

（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
五
条

年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

管
理
運
用
法
人
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
八
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
理
事
の
任
期
）

第
八
条

理
事
の
任
期
は
、
当
該
理
事
に
つ
い
て
理
事
長
が
定
め
る
期
間
（
そ
の
末
日
が
通
則
法
第
二
十
一
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
理
事
長
の
任
期
の
末
日
以
前
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

第
十
七
条
第
三
項
中
「
第
二
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
五
条
第
三
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
第
一
項
中
「
、
毎
年
度
年
金
積
立
金
の
運
用
が
年
金
財
政
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
証
し
」
を
削

り
、「
厚
生
労
働
省
の
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に
報
告
し
な
け
れ
ば
」
を
「
毎
年
度
年
金
積
立
金
の
運
用
が
年
金

財
政
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
検
証
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

管
理
運
用
法
人
の
業
務
の
実
績
に
つ
い
て
の
評
価
に
関
す
る
通
則
法
第
三
十
二
条
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
条
第
三
項
中
「
分
析
」
と
あ
る
の
は
「
分
析
並
び
に
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政

法
人
法
（
平
成
十
六
年
法
律
第
百
五
号
）
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
証
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
を

通
知
す
る
と
と
も
に
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
検
証
の
結
果
を
通
知
す
る
と
と
も
に
」
と
、「
同
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
項
第
二
号
」
と
、「
を

通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
及
び
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
証
の
結
果
を
通
知
し
な
け
れ
ば
」
と
す

る
。

第
三
十
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
厚
生
労
働
省
」
を
削
る
。

附
則
第
九
条
第
二
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
同
条
第
四
項
」
を
「
同
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二

項
と
し
、
同
条
を
第
十
六
条
と
し
、
第
十
三
条
を
第
十
五
条
と
す
る
。

第
二
章
中
第
十
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

（
役
員
及
び
職
員
の
秘
密
保
持
義
務
）

第
十
三
条

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
職
務
上
知
る
こ
と
が
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
、
又
は
盗
用
し
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
職
を
退
い
た
後
も
、
同
様
と
す
る
。

（
役
員
及
び
職
員
の
地
位
）

第
十
四
条

機
構
の
役
員
及
び
職
員
は
、
刑
法
（
明
治
四
十
年
法
律
第
四
十
五
号
）
そ
の
他
の
罰
則
の
適
用
に
つ
い

て
は
、
法
令
に
よ
り
公
務
に
従
事
す
る
職
員
と
み
な
す
。

（
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
三
条

独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
中
期
目
標
管
理
法
人
）

第
三
条
の
二

機
構
は
、
通
則
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
中
期
目
標
管
理
法
人
と
す
る
。

第
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。）中
「
役
員
」
を
「
理
事
」
に
改
め
る
。

第
三
十
一
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
第
一
項
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、

同
条
第
四
項
中
「
、
第
三
項
及
び
第
四
項
」
を
「
及
び
第
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
五

項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
六
項
中
「
第
三
項
」
を
「
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
す
る
。

第
三
十
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
前
二
項
」
を
「
前
項
」
に
、「
第
一
項
」
を
「
同
項
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
二
項
と
す
る
。

第
三
十
三
条
第
二
項
を
削
る
。

第
三
十
八
条
第
一
号
中
「
第
三
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
三
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
三
十
九
条
中
「
、
主
務
省
」
及
び
「
、
厚
生
労
働
省
」
を
削
る
。

附
則
第
十
五
条
第
五
項
及
び
第
十
七
条
第
三
項
中
「
第
三
十
一
条
第
四
項
及
び
第
五
項
」
を
「
第
三
十
一
条
第
三

項
及
び
第
四
項
」
に
改
め
る
。

（
心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
）

第
百
二
十
四
条

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
五
年
法
律
第
百
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
六
条
第
一
項
中
「
、
特
定
独
立
行
政
法
人
（
独
立
行
政
法
人
通
則
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
三
号
）
第
二

条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
定
独
立
行
政
法
人
を
い
う
。）」
を
削
る
。
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